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　　「８０２０（ハチマルニイマル）運動」をごぞんじで

すか。

　これは、約20本の歯があれば食生活に特に支障がない

といわれていることから、80歳になっても自分の歯を20

本以上残そうという運動です。しかし、75歳以上の人の

歯の本数は、平均で５本を下回っているのが現状です。

　一生を通して、自分の歯で季節の昧を楽しめるよう、

日ごろから歯の手入れを怠らないようにしましょう。
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歳　入
｢単位・刊jl｣)

科　　　目 予算額 ｌ又入済額 収入率(%)

町　　　　　　　税 4,711,908 4,479,695 95.1

地　方　譲　与　税 355,000 349,288 98.4

利子割交付金 130,000 130,467 100.4

ゴルフ場利用税交付金 60,000 61,135 101.9

特別地力消費税交付金 2,000 1,417 70.9

詔勤雍聡径税交桧金 170,000 179,873 105.8

地方交付税 1,981､910 2,016,894 101.8

交通安全対策特別交付金 11,000 10､865 98.8

分担金及び負担金 118,946 H8,100 99.3

使用料及び手数料 235,446 233,027 99.0

脱国……車………支‘借゛.回旋
659,223 463,276 70.3

県　支　出　金 362,753 296,322 81.7

財　産　収　入 62,307 62,326 100.0

寄　　　附　　　金 1,501 1,500 99.9

兼　　ん　　金 84,104 37,560 44.7

繰　　　越　　　全 314,802 314,802 100.0

諸　　　収　　　人 158､695 168,275 106.0

町　　　　　　債 1,087,500 320,000 29.4

合　　　計 10,507,095 9,244,822 88.0

ｌ 奨学資金

額
額
額
　
一

二
二

　
ｊ
ｌ

　
平
成
７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
１
０
３
億
２
、
０
０
０
万
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
４
回
の
補
正
予
算
を

組
み
、
当
初
に
比
べ
１
・
８
％
増
の
Ｉ

０
５
億
７
０
９
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
８
年
３
月
３
１
日
現
在
の
収
入

済
額
は
、
９
２
億
４
、
４
８
２
万
２
千

円
で
、
歳
入
予
算
額
の
8
8
・
Ｏ
％
に
当

た
り
ま
す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は
、
７

８
億
８
、
２
５
０
万
６
千
円
で
、
歳
出

予
算
額
こ
？
Ｏ
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

整備の進む大手門通り

133万4

133万3

128万6

妙
－
－
円
岫
円
－
づ

　
　
千
千
千
　
・

s･公共下水道事業ｓｙ国民健康保険％浦
予算額　19億124万1千円

収入済額　　6億1,476万8千円

支出済額　!5億9,462万ﾌ千円

(収支の不足額は，一般会計

　から運用しました｡)

予算額

収入済額

支出済額

22億7,325万　円

21億4,976万8千円

17億8,289万4千円

期
執
行
状
況



３
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…………税･..･の･負担状

り。

言言

血４

がＷ

Ｍ　ダ　E　4･

(肌位・[I])

38,204 50,520 899 3,835 ﾌ,451

町民税 囚定資産悦 紅白粉恥税 町たばこ税 部面計画税

123,871 163,802 2,914 12j35 24,159

　　.-や　¶レ　き曽　　L戸亭　廻

回診到

　＝　　　J　-･　一一　　=-　事業即

丿和琢〕

予算額4億6,953万　円紆算額5億416万8千円

事業収益　5億5,237万4千円）本駒入　3億　42万7千円

事業費用　4億5,796万1千円順本的支出　5億2,829万6千円

※資本的収支の収入が支出額に対して不足する額は，

　過年度及び当年度損益勘定留保資金，当年度消費

　税収支調整額，建設改良積立金で補てんしました。

　　足立八百ｍ諭湊4犀
(ご　□∠ＪＬごご証
慨　瑕言言溺三戸 轡　∩
予算額　　　　4億30万円

収入済額　　　　　　　　Ｏ円

支出済額　　　　　　　　Ｏ円

　(平成７年12月31目を以て廃

　止されました｡)

予算額

収入済額

支出済額

歳　出
(単位・千円)

∩

9億8,126万4千円

5億4,535万1千円

5億3,794万6千円

舜老人保健事業＠

予算額　22億5,716万6千円

収入済額　19億2,997万2千円

支出済額　19億ﾌ,567万5千円ｉ

　（収支の不足額は，一般会計｜

　から運用しました｡）　　　｜
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平
成
８
年
度

　
壬
生
町
行
政
協
力
委
員
決
ま
る

　
現
在
町
内
に
は
、
8
0
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
各
町
内
の

代
表
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
く
、
平
成
８
年
度
壬
生
町
行
政
協
力
委

員
さ
ん
が
決
ま
り
、
５
月
２
日
壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ

た
第
１
回
行
政
協
力
委
員
会
議
の
席
上
、
清
水
町
長
よ
り
委
嘱
状
が

‐
‐
‐
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
　
行
政
協
力
委
員
さ
ん
に
は
、
町
へ
の
要
望
事
項
の
提
出
、
町
か
ら

の
広
報
や
各
種
通
知
の
配
布
を
は
じ
め
、
防
犯
活
動
、
環
境
美
化
、

・
社
会
福
祉
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

一
）
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
‐
‐

壬
生
地
区

⑥
�
右
方

中下今下

横安泰

旭三上伸栄舟城東上

東下表好適通

町町町町町町町台町井町町町

宙
員
云
】

早
乙
女

中
　
村

水
　
野

鈴

木

出

井

宮

詰

小

沼

太
　
平

正
　
昭

甲
子
夫

由
　
成

　
　
清

庫
　
雄

政
　
彦

鈴寺後

木内藤

金正

夫吉寛

島

根

粕

尾

戸

崎

定
　
代

栄
治
郎

松
　
市

万
　
　
　
　
　
町

上
　
　
新
　
　
町

下
馬
木
（
壬
生
）

粂

川

荒

川

蕗

葉

西
　
　
高

城城星合前上田原馬至
　ｌ

／Ｘひ

南内野

中山三

村田上

場宿向坪

宿

坪坪

の

宮

宝
　
町
　
北

美
町
北
部

ば
り
ケ
丘

橋
　
本

黒
　
川

倉
　
井

須
　
藤

武
　
関

小
谷
野

小
谷
野

平
　
井

大
　
島

稲

垣

進

四
　
郎

　
　
光

包
四
郎

良
　
次

為
　
明

木

一
一
一
郎

正
　
男

　
　
寛

益
　
康

弘
　
基

幸
　
作

義
　
行

信
太
郎

十
四
元

　
　
稔

）

緑
町
一
丁
目

緑
町
二
丁
目

幸
町
一
丁
目

幸
町
二
丁
目

幸
町
三
丁
目

幸
町
四
丁
目

お
も
ち
や
の
ま
ち

い
　
　
ず
　
　
み

六
美
可
南
部
第
一

車
　
　
　
　
　
塚

六
美
可
南
部
第
二

下
台
団
地

駅
　
　
　
　
東

至
宝
町
南

県
営
壬
生
住
宅

青

柳

豊

治

田

崎

宏

深

出

規

夫

植

竹

正

雄

横

塚

敬

一

久

賀

和

代

中

尾

靖一
郎

錦

織

雅

司

荒伊柿福大岩

川藤沼田楽田

富婦　　　宗幸

夫一浩栄二治

蕗

葉

稲
葉
地
区

釜
　
　
ケ

鹿原

島坪渕

下
馬
木
（
稲
葉
）

本上下松西中北

原央前原郷町町

高

橋

鈴

木

梁

島

川

場

尚

喜
　
一

佐
一
郎

良
　
市

　
　
武

神

長

宣

男

赤高大大高伊

塚山嶋森本藤

　昇一　信

功一夫保夫労

鯉東下台石
田
　
　
□

才
　
　
禾

助中上上安安北

田沼原坪宿

大鈴石加秋

橋本川藤渾

孝

正

美

昭

一
一
一

邦

七

lﾆ1

良

平

南
犬
飼
地
区

長塚塚/」

－

・

－

谷泉田田ニー林

森

田

和

夫

潮

田

悦

穂

渡荒大手小

燈川間島林

　　富豊

章巌司介柴

落助

谷

合原

国
谷
中
央

国
　
谷
　
新
　
田

狽
協
医
大
職
員
寮

緑
町
三
丁
目

緑
町
四
丁
目

国安安若

谷
外

　
塚

塚
南

瓦

井

清

士

糸

井

重

義

市湯大

村本畑

　昭幸

石

田

勝

瀬

道

日

向
野

仁武清薫男一

一－－

花

輪

直

衛

部

斎

須

秀

弥

草

渡

国

谷

本

田

楽

安

塚

中

央

藤

言
‐
Ｌ
Ｅ
ａ
１
１
会
役
員
改
選

　
自
治
会
相
互
の
円
滑
な
運
営
と
連
帯

感
あ
ふ
れ
る
往
み
よ
い
環
境
づ
く
り
・

住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
内
8
0
自
治
会
の
自
治
会
長

さ
ん
に
よ
る
壬
生
町
自
治
会
連
合
会
が

自治会連合会役員名簿

(敬称略)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㎜ ■ ㎜ ㎜ 　 　

■ ■ 　 Ｉ

　 ･ ･ ･ ■ 　 ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ 　 － － - － ‾ ・ ･ -

・ １ ・ ｊ 　 ・ 　 １ ． - ･ ･ ． ･

－ ・

ａ ㎜ 　 ■ ■ 　

■ ■ ■ 　 ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 　 ■

㎜ ㎜

■

㎜ ■

■

■ ㎜

■

㎜ ㎜ ㎜ ■

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ 　 　 　

■ ㎜

辺
　
　
　
浩

原
　
信
　
明

渾
　
　
　
操

　
（
敬
称
略
）

組
織
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
２
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が

新
役
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

兼職名 訃縁端言言 こ自治盛名千

会　長 石　川　昭　三 東　原
副会長 鈴　本　金　夫 神通町

夕 潮　田　悦　穂 安塚一
理　事 水　野　甲子夫 下横町

夕 宮　詰　率　雄 泉下台
夕 高　根　定　代 上通町

夕 小谷野　幸　作 台　坪
汐 犬　森　　　保 桧　原

汐 加　藤　正　美 下　坪

汐 渡　辺　　章 助　谷

夕 渡　辺　　　浩 若　草
々 糸　井　重　義 落　合

監　事 大　栗　宗　二 車　塚

汐 花　輪　直　衛 安塚三

会　計 宮　詰　庫　雄 泉下台

４



大我臨

辿咄　丿　　　　　　　　睨｀

ワ
／
、
２
０
０
人
が
参
加
し

町
内
各
地
で
美
化
活
動
を
展
開

　
空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
を
め
ざ
し

環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
「
関
東
地
方
環
境

美
化
運
動
の
日
」
の
６
月
２
日
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
・
不
法
投
棄
防
止
の
呼
び
か
け

や
町
主
要
道
路
の
空
き
缶
収
集
を
は
じ
め
、
町
内

各
地
で
ゴ
ミ
の
収
集
、
清
掃
な
ど
に
延
べ
７
、
１

９
３
人
の
自
治
会
及
び
各
種
団
体
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
実
施
さ
れ
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
類
な
ど
、
合

わ
せ
て
約
５
・
Ｉ
ト
ン
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
方
々
の
力
が
結
集
さ
れ
、
今
回
も
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
活
躍
を
写
真
で
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

５



初
の
特
別
敬
老
金
対
象
者
と

な
っ
た
和
貝
ハ
ナ
さ
ん
（
中
央
）

　
町
で
は
、
５
月
1
4
日
に
め
で
た
く
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
和
員
ハ
ナ
さ
ん

示
寂
町
）
に
特
別
敬
老
会
１
０
０
万

円
と
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
ご
親
戚
、
自
治
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
さ
ん
な
ど
約
4
0
名
が
お
祝

い
に
集
ま
り
、
自
宅
を
訪
れ
た
清
水
町

長
か
ら
特
別
敬
老
会
と
記
念
品
を
贈
ら

れ
た
和
員
さ
ん
は
「
高
齢
者
訪
問
で
町

長
に
お
会
い
で
き
る
の
を
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
皆
さ
ん
に
祝

っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
か
た
い

こ
と
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
清
水
町
長
は
「
皆
さ
ん
が
和

貝
さ
ん
の
よ
う
に
長
生
き
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
福
祉
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら
改
正

施
行
し
て
い
る
「
敬
老
会
等
給
付
条
例
」

に
基
づ
き
、
1
0
年
以
上
本
町
に
暮
ら
し

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
た
お
年
寄
り
に

特
別
敬
老
会
と
し
て
１
０
０
万
円
を
贈

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
も
の
で
、
和
貝

さ
ん
が
初
の
特
別
敬
老
会
対
象
者
と
な

り
ま
し
た
。

わら草履作りを体験
　　「わくわく農業体験事業」のモデル校の

一つである安塚小学校では５月31日、わら

草履作り教室を嘉陽が丘ふれあい広場で行

い、４年生児童63名が草履作りを体験しま

した。

　当日は、地元農家のお年寄りを講師に迎

え、丁寧な指導のもと、児童たちは初めて

の草履作りにとまどいながらも、しっかり

とわらを編み、思い思いの草履を作ってい

ました。

　　なお、本行事は自然とのふれあいやお年

W

寄りとの交流を通

じて、児童に豊か

な心を持ってもら

おうと、宿泊学習

行事のひとつとし　｜

て行われているも

のです。

人権擁護委員に

　　碓氷氏が委嘱される
　上田在住の碓氷侑男氏が５月15日付で法務大

臣から人権擁護委員に委嘱されました。

　　　　　　　　　　　　　　人権擁護委員は、

人権に関する問題

の相談に応じてい

ます。

　本町には新しく

委員になられた碓

氷氏を含めて６名

の方が人権擁護委

員として活躍され

ています。

壬生町大字上田1424番地1

　　碓氷　侑男氏
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1

　
　
「
お
か
し
い
な
・
：
？
」
、
「
変
だ

な
・
：
？
」
と
恩
っ
た
ら
、
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
栃
木
税
務
署

　
（
�
2
2
－
０
８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税のシンボルマーク

ＭｎＭｓＭＲＭＦ●Ｍ丙ＭＲＭ

】

【

】・

】
ｌ

】

馮４問

６

・丙・gij丙

に
せ
税
務
職
員
・

　
　
不
良
業
界
紙
に
ご
注
意
を

‘
一
1
1
　
″
．
．
．
．
、
－
Ｉ
。
メ
ー
一
四
｀
Ｉ
ｉ
一
／
　
ｙ
一
一
．
｀
ｓ
ゝ
　
ｉ

一
’

悪
質
な
出
版
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
横
　
　
　
　
　
　

・

一

一

行
し
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　

一

’
‐ ‐ ‐ ‐

　

税
務
署
で
は
、
出
版
物
の
訪
問
販
売
　
　
　
　
　

｀
廻

・
谷
一
切
、
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
税
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

】
務
署
員
が
納
税
者
の
お
宅
な
ど
に
伺
う
　
　

一
　

一

】
場
合
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
待
っ
て
い
　

痩

】

ま
す
．

一
一
　
‘
一
’
一
ｊ
’
‐
．
’
‐
|
．
．
｜
ご
と
一
″
ｒ
ｒ
Ｌ
ｌ
ｊ
Ｌ
コ
ｙ
‘
ｊ
ｌ
ｊ
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Ｉ
Ｅ
Ｉ
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Ｉ
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！
Ｉ
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Ｉ
ｒ
｀
Ｉ
ｒ
ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
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最
近
、
「
新
設
法
人
の
税
務
指
導
に

き
た
」
　
「
税
務
署
の
方
か
ら
き
た
」
な

ど
と
話
し
、
税
務
署
職
員
と
思
わ
せ
て
、

新
設
法
人
等
に
対
し
て
税
務
関
係
の
出

版
物
を
売
り
つ
け
た
り
、
入
会
金
、
研

修
会
費
あ
る
い
は
購
読
料
を
要
求
す
る

悪
質
な
出
版
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
横

行
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
出
版
物
の
訪
問
販
売

は
一
切
、
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
税
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R
部
切
者
が
旭
辿

遊
泳
指
定
力
所
以
外
で
は
「
泳
が
な
い
」
「
泳
が
せ
な
い
」

　
海
に
山
に
と
、
レ
ジ
ャ
ー
熱
高
ま
る

夏
の
到
来
。

　
し
か
し
、
例
年
、
夏
に
な
る
と
水
難

事
故
が
増
え
ま
す
。
「
海
で
泳
い
で
い

て
深
み
に
は
ま
っ
た
」
　
「
河
原
で
遊
ん

で
い
て
誤
っ
て
川
に
落
ち
た
」
な
ど
を

は
じ
め
、
最
近
で
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

が
普
及
し
て
き
た
こ
と
か
ら
「
運
転
ミ

ス
で
水
上
バ
イ
ク
か
ら
海
に
投
げ
出
さ

れ
た
」
と
い
っ
た
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

去
年
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
発
生

し
た
水
難
事
故
の
件
数
は
約
１
、
２
０

０
件
。
コ
昨
年
に
比
べ
1
2
％
増
、
特
に

子
ど
も
の
水
難
事
故
が
急
増
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
ど
う
い
っ
た
状
況
で
、
こ

れ
ら
１
、
２
０
０
件
も
の
事
故
が
起
き

た
の
か
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
左
上
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
水
難

事
故
が
ど
こ
で
一
番
多
く
起
き
た
の
か

（
場
所
別
）
、
ま
た
、
何
を
し
て
い
て
発

生
し
た
の
か
（
行
為
別
）
を
表
し
た
も

の
で
す
。
事
故
の
発
生
場
所
で
一
番
多

1‥‥‥J ’｡万　y｡一　∵　T=＼………（平成６年）

1.海……………………………648件（54％）

2.河川…………………………284件（24％）

3.湖・沼・池…………………96件（8％）

………ﾌ‥‾四＼ぷ）で白白7言言゛1”’7j7（平成６年）

1.水泳中………………………511件（43％）

2.水遊び………………………154件（13％）

3.魚捕り・釣り………………142件（12％）

　　　　　　　　　　　警察庁調べ

い
の
は
、
や
は
り
海
。
全
体
の
半
分
以
　
　
一

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
行
為
別
　
一

に
み
る
と
、
「
水
泳
中
」
が
ト
ッ
プ
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
「
海
ま
た
川
」

で
、
「
泳
ぐ
か
水
遊
び
を
し
て
い
亘

と
き
に
気
を
つ
け
て
さ
え
い
れ
ば
、
事

故
の
大
半
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
で
は
、
ど
ん
な
点
に
つ
い
て
注
意
す

れ
ば
い
い
の
か
を
次
に
挙
げ
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
守
り
、

水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
遊
泳
指
定
カ
所
以
外
で
は
泳
い
だ
り
水
遊
び
を
し
な
い
。

◆
潮
流
の
速
い
所
、
深
み
の
あ
る
所
な
ど
を
地
元
の
人
に

　
聞
い
て
お
く
。

◆
波
の
高
い
と
き
は
、
た
と
え
波
打
ち
際
で
も
近
づ
か
な

　
い
。

◆
水
に
入
る
と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も

　
一
緒
に
。

◆
泳
ぐ
前
に
は
準
備
運
動
を
。

◆
飲
酒
後
は
、
泳
が
な
い
。

◆
子
ど
も
だ
け
で
川
や
沼
な
ど
に
遊
び
に
行
か
せ
る
の
は

　
極
力
避
け
る
。

◆
子
ど
も
の
行
動
範
囲
内
に
危
険
な
所
が
あ
る
か
な
い
か

　
把
握
し
て
お
く
。
（
川
・
沼
・
池
・
用
水
堀
な
ど
）

　
　
郷
土
の
人
々

「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」
（
二
）

粂
川
　
祐
景
（
く
め
か
わ
　
す
け
か
げ
）

　
　
　
１
９
７
１
年
（
寛
政
三
）
～
１
８
６
１
年
（
文
久
元
）

一
　
い
み
な
の
ぶ
た
か
あ
が
な

一
　
諜
は
信
尊
、
宇
は
能
次
郎
と
い
い
、

一
寛
政
３
年
（
１
９
７
１
年
）
に
助
谷
村

一
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
　
祐
景
に
つ
い
て
は
、
本
家
の
粂
川
政

之
助
の
『
万
日
記
』
に
よ
る
と
、
壬
生

藩
画
員
の
平
出
方
料
（
前
回
紹
介
）
の

門
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
香
料
が
文
致

６
年
に
病
死
し
た
の
で
、
江
戸
に
出
て
、

正
月
の
８
日
に
中
橋
狩
野
家
の
柿
渋
部

位
を
訪
れ
、
入
門
を
切
望
し
た
と
こ
ろ
、

数
日
間
伺
っ
た
後
に
、
よ
う
や
く
1
5
日

に
な
っ
て
許
可
が
お
り
、
柿
景
部
近
と

名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
記
録
か
ら
、
柿
景
は
雪
料
に
師

事
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

宗
家
中
橋
狩
野
家
か

ら
命
名
さ
れ
祐
景
邦

近
を
、
そ
れ
以
後
使

用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
祐
景
は
、
師
の
影

響
も
あ
っ
て
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

う
か
、
静
隠
な
画
風
の
山
水
画
を
描
き
‐
‐
‐
‐
‐
‐

ま
し
た
。
し
か
し
、
雪
耕
と
同
じ
よ
う
一

に
、
中
国
の
宋
時
代
へ
の
思
い
も
う
か
‐
‐

が
え
ま
す
し
、
ま
た
、
雪
舟
や
祥
啓
ら
一

の
作
品
の
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
Ｉ

り
類
型
化
し
た
狩
野
沢
の
惰
性
的
な
方
一

向
に
は
疑
問
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
Ｉ

す
。
そ
れ
は
始
め
て
の
作
品
な
ど
で
も

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
晩
年
に
は
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
文

久
元
年
（
１
８
６
１
年
）
３
月
２
日
に

7
1
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
菩
提
寺
は
助
谷
・
宝
光
院

　
法
名
は
松
慶
斉
法
橋
祐
景
信
尊
絵
師

　
次
回
は
、
高
須
甘
案
翁
で
す
。

冬
景
訪
友
図
（
粂
川
雅
司
氏
寄
贈
品
）

フ
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７
月
１
日
か
ら
県
央
1
6
市
町
で

　
図
書
館
の
広
域
利
用
が
ス
タ
ー
ト

　
本
町
を
は
じ
め
と
し
た
宇
都
宮
市
・
鹿
沼

市
・
石
橋
町
な
ど
県
央
４
市
1
2
町
の
公
立
図
書

館
（
図
書
館
・
公
民
館
な
ど
1
8
銘
）
で
は
、
７

月
―
日
か
ら
図
書
館
の
広
域
利
用
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
図
書
館
で
本
や
雑
誌
を
借
り
ら
れ

る
の
は
、
そ
の
市
町
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
町
の
図
書
館
を
通
さ

な
け
れ
ば
、
よ
そ
の
市
町
の
図
書
館
の
本
な
ど

を
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
広
域
利
用
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
と
、
４
市
1
2

町
に
お
往
ま
い
の
方
な
ら
、
こ
の
区
域
の
ど
の

図
書
館
で
も
、
本
や
雑
誌
を
直
接
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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◇
和
則
万
夫

　
／
ｘ
　
　
　
／
一
　
ｔ
Φ

　
＊
本
な
ど
を
借
り
る
と
き

　
・
　
「
本
な
ど
を
借
り
る
図
書
館
」
の
貸
出
券

　
　
が
必
要
で
す
。

　
　
・
貸
出
券
を
つ
く
る
と
き
は
、
住
所
等
の
俯

　
　
認
を
し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や
健
康

　
　
保
険
証
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
本
を
返
す
と
き

　
　
・
借
り
た
図
書
館
に
必
ず
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
　
・
返
却
期
間
は
、
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
。

　
借
り
る
こ
と
の
で
き
る
本
の
種
類
や
点
数
、

貸
出
期
問
及
び
開
館
時
間
、
休
館
日
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
利
用
に
な
る
図
書
館
・
公
民

館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
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｢慣れ｣と｢気の緩み｣ｶ,怖い
　６月から夏にかけての田植えが終わった田ん

ぼでは、病害虫や雑草から農作物を守るために、

農薬をまく機会が増えてきます。音のように、

農薬を散布中に死亡する人はほとんどいません。

しかし誤った使い方をすると、軽い中毒症状を

中毒事故の主な原因

　農薬による中毒事故には、次のようなケースが

あります。

①保管・管理が悪くて、お年寄りや子どもが誤っ

　て飲んでしまったとき。

②散布する前日や作業後に、飲酒や夜更かしをし

　たとき。

③病後や睡眠不足など、体調がすぐれないとき。

　妊娠中に散布したとき。

④農薬用マスクや保護眼鏡など、防護装備が不＋

　分な状態で散布したとき。

⑤炎天下で、長時間の散布をしたとき。

⑥散布の途中で喫煙したり、散布後に農薬のつい

　た手で食事をしたとき。

⑦防除機などの散布用具の点検不備で、薬液を浴

　びたとき。

⑧不適正な方法で、農薬を使用したとき。

が
あ
り
ま
す
。
家
具
の
天
井
部
分
も
薄

い
板
だ
け
を
張
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
同
様
で
す
。
ま
た
、
外
壁
と
内

装
の
間
に
あ
る
胴
締
（
柱
に
渡
し
て
横

に
打
ち
つ
け
た
角
材
）
に
ネ
ジ
を
打
ち

込
む
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
胴

締
自
体
が
弱
い
材
質
の
場
合
が
あ
り
、

こ
れ
も
、
家
具
の
固
定
の
仕
方
と
し
て

は
不
十
分
で
す
。

起こします。「毎年のこと」「慣れているから」

という気の緩みが、主な原因といわれています。

　何か原因で中毒を起こしたのか、どういうこ

とに注意をして農薬を散布すればいいのかをみ

てみましょう。

邑ら・　．｀‾呂17
.1　、

　農薬を使うときは容器の表示事項をよく読んで、そ

れを守ってください。また、農薬の調製や散布をする

ときは、必ずゴム手袋や農薬用マスク、保護眼鏡など

の防護装備をしたうえで、慎重に取り扱ってください。

　農薬を散布するときは、風の強くない朝夕の涼しい

時間帯を選び、２～３時間ごとに交代しながら行いま

しょう。子どもや散布に関係ない人が作業現場に近づ

かないようにするのはもちろん、周りの環境に影響を

及ぼさないよう風向きにも注意が必要です。風下にたっ

て、農薬を浴びないようにしてください。

　作業後は、手足はもちろん全身をせっけんでよく洗

い、洗眼します。また、衣服をこまめに取り替えるこ

とも大切です。もし散布中にめまいや頭痛がしたり、

気分が悪くなったりしたときは医師の診断を受けまし

ょう。

が
施
し
て
あ
り
、
室
内
の
雰
囲

気
を
整
え
る
た
め
、
外
壁
の
内

側
に
薄
い
板
を
充
て
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
薄
い
板
に
直
接
、
家
具
を

固
定
し
て
も
、
大
き
な
地
震
が

き
た
と
き
、
強
度
が
あ
ま
り
な

い
た
め
、
固
定
し
た
は
ず
の
ネ

ジ
が
す
ぐ
抜
け
て
し
ま
う
こ
と

　
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
現

在
の
建
物
に
は
は
と
ん
ど
内
装

　
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
家
具
の
倒
壊
を

防
ぐ
に
は
、
Ｌ
字
金
具
な
ど
を
使
っ
て

家
具
を
壁
に
固
定
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
弱
い
壁
な
ど
に
対
し

て
行
う
固
定
の
一
案
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

つゝ

　○

　
そ
こ
で
、
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
ひ
と

工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
内
装
に

洽
っ
て
胴
締
と
訓
練
の
間
に
薄
い
ゴ
ム

板
と
補
強
用
の
板
を
充
て
て
止
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
具
の
天
井
部
分
に
も
ゴ
ム

と
板
を
充
て
て
ネ
ジ
で
止
め
、
最
後
に

板
同
士
を
Ｌ
字
金
具
な
ど
で
止
め
て
で

き
あ
が
り
で
す
。
つ
ま
り
、
弱
い
内
装

と
家
具
の
間
を
二
重
に
補
強
す
る
訳
で

す
。
こ
の
方
法
は
家
具
に
傷
を
つ
け
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ゴ
ム
板
と
補
強
用
の

板
は
そ
れ
ぞ
れ
緩
衝
材
の
役
割
を
果
た

し
、
固
定
し
た
ネ
ジ
を
抜
け
に
く
く
さ

せ
る
の
で
す
。

　
家
具
の
固
定
や
窓
の
カ
ー
テ
ン
の
設

置
な
ど
、
防
災
対
策
を
あ
る
程
度
し
て

い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
安
心
感
が
生
ま

れ
ま
す
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
。

い
ざ
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
と
き
、

慌
て
て
動
き
回
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ

-



　
　
「
無
理
を
し
な
い
で
適
度
に
体
を
動

か
す
の
が
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
す
か
」
と
い
う
小
林
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ご
夫
妻
。

　
善
性
さ
ん
は
昭
和
７
年
に
南
犬
飼
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
で
農

-

密達者　　ソ

カッフJI,(0

安塚中央
　小林

壬生中学校１年

　　早乙女　修　代

善作さん（ワフ）

ムトさん（７７）
夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
粁

　アウトドアを楽しめる家庭が夢

　　　　　　大字北小林　　斎藤　由香さん

　「スポーツやアウトドアが好きで、冬はスキー、

今は勤労青少年ホームの講座で習っているテニス

に熱中しています」と話す由香さん。

　「休日は友人とのドライブや、料理をすること

が多いですね。長い休みのときは北海道や東北な

ど、いろいろな所へ旅行に出掛けます」という彼

女、「将来は家族でアウトドアを楽しめるような家

庭を持ちたいですね」と夢を語ってくれました。

壬生中学校１年

　　落　合　慶　子

覗
◎
⑩
昌

｜

Ｆ

３

１

10



業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
1
5

年
に
召
集
に
よ
り
満
州
に
渡
り
、
昭
和

１
８
年
に
帰
国
し
ま
し
た
が
、
半
年
後
に

再
び
召
集
を
受
け
、
中
支
で
終
戦
を
迎

え
、
昭
和
２
１
単
に
日
本
仁
災
り
ま
し
た
。

　
実
家
に
戻
っ
て
か
ら
は
再
び
農
業
に

従
事
し
、
仲
人
さ
ん
の
紹
介
に
よ
り
、

宇
都
宮
市
出
身
で
昭
和
８
年
に
姿
川
第

二
詰
巾
高
等
小
学
校
生
竿
業
後
、
実
家

で
農
楽
に
従
事
し
て
い
た
ム
ト
さ
ん
と

昭
和
2
2
年
に
結
婚
、
そ
の
後
も
お
二
人

で
農
業
を
続
け
ま
し
た
が
、
昭
和
3
0
年

ご
ろ
に
ご
街
談
が
始
め
た
文
房
具
店
を

お
一
人
が
昭
和
3
9
年
に
跡
を
継
ぎ
、
現

在
も
商
売
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
善
性
さ
ん
は
菊
作
り
を
3
0
年
以
上
前

近
代
医
学
の
先
駆
者
を
た
た
え

　
　
斎
藤
玄
昌
顕
彰
会
が
発
足

　
江
戸
幕
末
に
壬
生
藩
の
藩
医
と
し
て

種
痘
の
普
及
に
力
を
尽
く
し
た
蘭
方
医
、

斎
藤
玄
昌
を
た
た
え
る
「
斎
藤
玄
昌
顕

彰
会
（
大
山
田
正
夫
会
長
）
」
の
設
立

総
会
が
玄
昌
の
命
日
で
あ
る
５
月
Ｈ

日
、
常
楽
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
清
水
町
長
を
は
じ
め
約
2
0

名
の
会
員
が
出
席
、
犬
山
会
長
が
「
偉

大
な
業
績
を
残
し
た
玄
昌
先
生
を
皆
さ

ん
で
た
た
え
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
清
水
町
長

が
「
町
の
誇
り
で
あ
る
玄
昌
先
生
の
顕

設
立
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
大
山
会
長
　
　
聯
合
が
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し

か
ら
続
け
て
お
り
、
壬
生
中
央
公
民
館

で
毎
年
行
わ
れ
る
菊
花
会
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
矢
か
さ
ず
出
品
し
、
最
優
等
賞

を
何
度
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ム
ト
さ
ん
は
旅
行
が
好
き
で
、
お
子
さ

ん
と
温
泉
地
な
ど
に
よ
く
出
掛
け
る
そ

う
で
す
。

　
長
男
ご
夫
妻
、
２
人
の
お
孫
さ
ん
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
お
二

人
、
「
家
族
６
人
で
毎
日
を
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
近
く
に

往
ん
で
い
る
次
男
夫
婦
や
孫
も
よ
く
遊

び
に
来
る
し
、
た
く
さ
ん
の
家
族
に
恵

ま
れ
て
幸
せ
で
す
ね
」
と
お
二
人
は
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

－

－

－

‐

‐

－

‐

－

　

Ｉ

％

ｊ

　

　

ｊ

一

　

ｒ

■

‐

‐

‐

‐

‐

‐

－

‐

‐

－

－

－

－

て
お
り
ま
す
。
本
附
加
学
問
の
ま
ち
と

し
て
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

け
る
よ
う
、
町
で
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
総
会
終
丁
後

に
は
出
席
者
全
員
で
玄
昌
の
墓
を
お
参

り
し
ま
し
た
。

　
本
会
は
玄
昌
の
業
績
を
研
究
し
、
永

く
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
方
を
中

心
に
約
7
0
名
が
入
会
、
今
後
も
命
日
に

墓
参
り
を
す
る
ほ
か
、
城
址
公
園
内
に

あ
る
顕
彰
碑
周
囲
の
清
掃
、
玄
昌
に
関

す
る
講
話
・
勉
強
会
な
ど
を
年
間
行
事

と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

チピッ子ア几,ハム

巧
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

（
父
）
佐
藤
弘
　
さ
ん

（
母
）
　
々
　
京
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

云
圭
三
町
南
）

た
く
ま
し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね
。諾草）

美幸ちゃん（７ヵ月）

（父）宇賀神　紀雄さん

（母）　ク　　久江さん

お母さんの一言

素直で優しい子になってね。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

町総務部企圓財絞課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。11



大粟タカノさん

ほ
か
、
統
計
の
重
要
性
・

必
要
性
を
深
く
認
識
し
、

就
業
構
造
基
本
調
査
、
事

業
所
統
計
調
査
な
ど
数
多

く
の
統
計
調
査
に
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
功
績

が
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
す
。

-

○
利
用
期
間

　
７
月
１
３
目
玉
牛
９
月
１
日
石
）

◎
利
用
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

ヽ -

10校の小・中学校にプランター２５０個が寄贈され

ました。

　犬島さんは、経営する会社の営業所や奥様の実家

が壬生町にあることから、本町とは馴染みが深く、

児童・生徒の学校教育のためにと贈られたものです。

　各学校では、さっそくこのプランターを学校環境

美化活動や学習教材などに活用しています。

○
利
用
料
金
（
一
人
１
回
に
っ
き

　
◇
一
　
　
　
　
　
般
　
６
０
０
円

　
◇
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円

　
◇
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
　
１
０
０
円

◎
問
合
せ
先

　
・
開
設
期
間
中

　
　
　
黒
川
の
服
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
�

8
2
ｌ
ｎ
コ
４
７
（
‥
ぴ

　
・
期
間
以
外

　
　
　
町
教
育
委
員
会
社
会
体
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
�

8
2
‐
c
N
c
g
t
L
C

12
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゛北関東･新潟地域連携軸推進協議会ｌ

シンボルマーク・

１　北関東・新潟地域連携軸推進協議会は、会のシ･

･･ンボルマークとイメージネーミング（愛称）を貳

、集します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　この協議会は、日本海から太平洋へ、新潟、群l

l馬、栃木、茨城県の各市町村をＬ字形につなぐこ|

ｉとにより、様々な連携と交流を通じての新たな妬

ｉ　　イメージできるもの。

：２．応募作品の規格等

◇シンボルマーク部門

縦11cm、横8cm以内で色は自由。写真使用は･

不可。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

◇イメージネーミング（愛称）部門

　　15字以内。

《賞》両部門とも

・最優秀賞

　　　・優秀

　　　・佳

《入選発表等》

１点
点
点

Ｑ
、
）
（
ｘ
Ｕ

賞
作

５万円

３万円

１万円

　
優
　
勝
　
雨
甲
斐
・
上

　
準
優
勝
　
織
　
田
・
石

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
勝
柳
沢
・
若

　
準
優
勝
　
斎
　
藤
・
坂

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
勝
神
山
・
平

　
準
優
勝
　
中
　
村
・
増

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

ｊ葉木　山石

阻組　組組

田林

組紐

川野

組組

　
第
１
３
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
犬
合

が
５
月
1
9
日
、
町
総
合
運
動
場
体
育
館

で
行
わ
れ
、
男
女
４
部
門
の
ダ
ブ
ル
ス

戦
に
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
　
績

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

ス

広報紙上でおこないます。応募作品は、退屈

　しません。また、著作権は、当協議会に帰属し

　採用作品については、一部修正することもあり

　ます。

ぐ特募方法》

Ｉ
、
一
Ｉ
ｉ
、
ｓ
―
―
ｉ
！
Ｉ
Ｉ

　両部門ともヽ８月31日までに官製はがきで九

段に住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入･

　して下記へお送りください。

《応募・問合せ先》
　・〒321－02壬生町通町12番22号

　　町総務部企画財政課�82－1234
　・〒370群馬県高崎市高松町１

ｊ
ｌ
　
｀
ｌ
ｔ
ｘ
、

13

内線210･

　　　　　　1
　　　　　　・
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　第13回壬生町テニス大会が５月19日、町総合運動場テニス

コートで行われ、男子ダブルス30チーム、女子ダブルス25チ

ームの計55チームが出場、息の合ったプレーで白熱したゲー

ムが展開されました。　　　　　成　績○男子ダブルス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優　勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　山・小　平組

男女ダブルス優勝のみなさん

一

準優勝

　関　口・川　嶋組

三　位

　祈　本一大　川組

　田　中・斉　藤組　　－

○女子ダブルス

優　勝

　中　村・谷垣内組

準優勝

　本　田・原　子組

三　位

　小　林・斎　田組

　山　□・早乙女組
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ホットな夏にほっと一息
　日本の夏は高温多湿‥‥心にも休にも疲れが

たまりやすくなります。一方、この季節は、海

や山に行ったりするには最適です。積極的に自然

のなかで心身のリフレッシュを回り、日ごろたま

った疲れやストレスを解消してはいかがでしょう

か。

　ほっとウイーク（夏の連続休暇）は、健康に

はもちろん、家族とのコミュニケーションを深

めるにも絶好のチャンスです。

　ホットな夏にほっと一息、心身のリフレッシュ

をしましょう。
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